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第 1 条 用語集 

 

アドバンテージ： 反則を犯していないチームに有利になった場合に、プレーの続行を許可するこ

と。 

アーム＜腕＞： （ノックオンに関して）脇の下において腕と肩が接合する部分を区切りとする。 

アタッカー： 攻撃側のチームのメンバー。 

攻撃側のチーム： ボールを保持しているチーム。 

ボールキャリア： ボールを保持している攻撃側のチームのメンバー。 

ボールプレーヤー： プレー・ザ・ボールエリアにおいてボールを蹴り出す攻撃側のチームのメン

バー。 

ボーク： ダミーハーフがボールを拾い上げるふりをすること。 

ボーナスボックス： フィールドの両端にある「ボーナス」トライの得点となる区域。 

チェンジオーバー： ボールを相手側に引き渡すこと。 

コンタクト： 故意、偶然を問わない身体の接触または衝突。 

ディフェンダー： 守備側のチームのメンバー。 

ディフェンディングチーム（守備側のチーム）： ボールを保持していないチーム。 

ディフェンシブライン： 守備側チームのプレーヤーを結ぶライン。 

ダイブ： 両足が地面から離れた状態で頭から空中に身を投げ出すこと。 

ドロップキック： ボールを手から離して、地面から跳ね返ったときにキックすること。 

ダミーハーフ： プレー・ザ・ボール時に、ボールプレーヤーのすぐ後ろにポジションをとる攻撃

側のプレーヤー。 

フィールドオブプレー： タッチラインとトライラインに囲まれたエリア。 

50/10(フィフティ・テン)キッキングルール： キックオフまたはジェネラルプレーにおいて、ピッ

チの自陣ハーフ内からボールがキックされ、ボールがフィールドオブプレー内にバウンドしてから、

相手側のトライラインから 10m 以内のタッチラインを越えたときは、キッキングチームがプレー・

ザ・ボールを得る。このプレー・ザ・ボールはタッチラインから 10m、トライラインから 10m の

地点で行う。 

フォワードパス： 相手側のトライラインに向かって前方にボールをパスすること。 

グラウンディング： 相手側のトライライン上に、またはトライラインを越えて、片手、両手、手

首または前腕で下方向に圧力をかけながらボールを置くこと。 

インポゼッション（ボールを保持する）： プレーヤーが両手または腕でボールを支配すること。 

イレギュラーアフェクト（イレギュラーな影響）： イレギュラーな影響を受けたプレーにより、

一方のチームが不利になることがある。例えば、ボールがレフェリーに当たってキッキングチーム

に戻ってくるようなとき。 

ジャンプ： 地面から垂直方向に跳び上がり、着地すること。 

キック： 意図的に脚のひざ下からつま先までの部位にボールを当てること。足または脚でボール



 

 

をブロックまたはトラップすることはこれに含まない。 

キッキングチーム： ボールをキックするチーム。 

キックオフポイント： ハーフウェイラインの中央地点。 

キックトゥウェイストタイム： 時間稼ぎのために、故意にサイドラインまたはトライラインの外

にボールを蹴り出すキック。 

ノックオン： 手または腕で相手側のトライラインに向かって前方にボールを移動させること。 

ノックバック： 手または腕で自陣のトライラインに向かってボールを移動させること。 

レイトタグ： ボールキャリアがボールをパスまたはキックした後にタグが取られること。 

マーカー： プレー・ザ・ボール時に、ボールプレーヤーのすぐ正面に向き合って立つ守備側のプ

レーヤー。 

ミスリーディングとディセプティブコンタクト（あざむくための誘導）： 守備側のプレーヤーが

アタッカーをあざむいて守備側にパスさせるようにボールを要求すること。 

オブストラクション： 相手側のプレーヤーがボールを保持している攻撃側のプレーヤーのタグを

取ることを他のプレーヤーが邪魔する行為。 

オフサイド： 規定の距離を下がっていない守備側のプレーヤー、またはボールを保持しているプ

レーヤーの前方にいる攻撃側のプレーヤーの位置がオフサイドとなる。 

パス： プレーヤーから他のプレーヤーに、後方に向かってボールを投げること。 

プレーオン： プレーを続けること。 

ペナライズ（ペナルティを科す）： 反則を犯したプレーヤーの相手側にペナルティを与えること。

（訳注：本稿において、「ペナルティ」は本条または別に規定する場合を除き、「ペナルティタップ

キックを行う権利」を指すものとする。） 

ペナルティトライ： 相手側の反則がなければトライできていたとレフェリーが認めたときに与え

られるトライ。 

ファントムタグ： ディフェンダーが、タグを取ったとコール（「イエス」など）しながら、タグ

を持っていないこと。 

プレースキック： 地上にボールを置いてからキックすること。 

プレーアットザボール（ボールにプレーする）：故意に相手のボールを奪おうとする、またはボー

ルに触れようとすること。 

プレー・ザ・ボール： ボールプレーヤーが足の裏を使ってボールを後方へ動かすこと。 

プレーイングエリア： フィールドオブプレー、およびフェンス、ロープまたはラインなどの方法

で観客の立ち入りが制限されたエリアを含むエリア。 

プリタグ： プレーヤーがボールを受ける前にタグを取られること。 

サイマルティニアスタグ（サイマルタグ）： プレーヤーが、ボールをキックまたはパスすると同

時にタグを取られること。 

スレッジング： 人種差別的な中傷や性差別的な発言など、プレーヤー、審判または観客に向けら

れた言葉による侮辱。 



 

 

サレンダー： プレー中にボールキャリアが故意に攻撃を断念する、または攻撃しようとしないこ

と。例えば、ボールキャリアがディフェンダーに向かって移動し、止まって静止状態になり、タグ

を取られるように腰をディフェンダーに向ける場合など。 

タグ： ボールキャリアのショーツ/タイツからタグを取り去ること。 

タギングディスタンス： ディフェンダーが、アタッカーのタグを取ることができる距離に接近し

ているとみなされること。レフェリーの裁量による。（プリタグ、レイトタグ時に適用される。） 

タップキック： 足によるボールへの意図的な接触。ボールは地上にあっても、手に持っていても

よい。ボールを手から離さなくてもよい。 

ボランタリータグ： 攻撃側のプレーヤーが、両方のタグが付いている状態でプレー・ザ・ボール

を行う、または故意に自らのタグを片方または両方取り外すこと。 

ジェネラルプレー：レフェリーにより試合が中断されておらずゲームが継続中の状態。 

 

第 2 条 試合について 

 

2.1 試合の目的は、相手側のトライラインを越えてグラウンディングし、トライを得ることであ

る。ボールを保持しているプレーヤーは、ボールをダウンフィールドのより深くへ運び、相手側の

トライラインを越えるために、走る、キックする、またはパスすることができる。ボールを持たな

いチームの目的は、ボールキャリアから「タグ」を取り外すことによってこれを阻止することであ

る。 

2.2 攻撃側のチームは、守備側のチームのトライライン上に、またはトライラインを越えてボー

ルを置くまでに、6 回の「プレー」（これを「タグ」と言う）を行う権利がある。6 回の「タグ」が

終了すると、チェンジオーバーが発生し、守備側のチームが攻撃側のチームとなる。 

2.3 両チームのキャプテンはエンドを選ぶためのコイントスを行うものとする。コイントスに勝

った側のキャプテンは、攻撃の方向と、試合開始時にどちらのチームがフィールド中央からプレー

スキックを行うかの両方を選択する。 

2.4 キッキングチームのプレーヤーが、ジェネラルプレーでのキックされたボールへダイブ可能

なのは、トライをする時に限られる。トライライン上、またはトライラインを越え、ボールが地面

に触れる前にプレーヤーがボールを取得するか、その前にボールを持ち込み、下方向に圧力をかけ

ながらボールを地面に置くことで、トライが与えられる。 

2.5 プレーが始まると、オンサイドの位置にいる攻撃側のプレーヤーはいずれの方向へも、ボー

ルを持って走ること、またはキックすることができ、また、相手側のトライラインの方向以外の方

向へボールを投げたり、弾いたりできる。 

2.6 相手側のプレーヤー（守備側のプレーヤー）は、ボールを持ってプレーしているプレーヤー

（ボールキャリア）のタグを取ることで、ボールを持って走ること、キックすること、チームメー

トへパスすることを防ぐことができる。 

2.7 ディフェンダーかアタッカーかに関わらず、ボールを保持していないプレーヤーのタグを取



 

 

ることや、プレーの邪魔をすることはできない。 

2.8 タグフットボールはタックルを排し、コンタクトを軽減したゲームである。偶発的なコンタ

クトが起こることはあるが、コンタクトは避けられるべきである。 

 

 

第 3 条 プレーヤーと用具 

 

3.1 いずれの国も、大会の登録人数は 20 人まで認められる。各試合においては、チームのプレー

ヤー数が 18 人を超えることはできない。 

3.2 フィールド内のプレーヤーの人数は各チーム最大 8 人までとする。選手交代の回数について

は、試合中無制限に認められる。 

3.3 試合は 2 チームで行われ、各チームは少なくとも 5 人のプレーヤーで構成するものとする。

男女混合の試合においては、フィールド上の男子プレーヤーの最大人数は 4 人までとする。 

3.4 選手交代中にはプレーを停止しない。トライや怪我があった場合などのプレー停止中を除き、

プレーヤーは、交代選手がフィールドに入る前にフィールドオブプレーを出なければならない。 

3.5 プレーヤーが出血している場合、レフェリーはそのプレーヤーに対して、フィールドを出て

治療を受けてから試合に戻るように指示するものとする。 

3.6 プレーヤーは、他のプレーヤーに対して危険であるとみられるものを一切身に着けてはなら

ない。プレーヤーの基本的な服装は、明確に区別可能な色や柄のシャツ、認可されたショーツ、プ

ラスチック製スタッド（金属製スタッドは不可）のスパイクシューズまたは運動用シューズ、およ

び認可されたタグとする。 

3.7 各チームのメンバーは、大会に登録した番号に従って、試合用シャツに固有の番号を付ける

ものとする。 

3.8 レフェリーは、試合開始前にプレーヤーの服装等を点検するものとし、プレーヤーの服装等

が危険だと思われるときには、必要に応じてプレーヤーの試合への参加を拒むことができる。ただ

し、医師の処方による眼鏡は認められる。 

3.9 プレーヤーがプレーを再開しようとしているときにボールが破裂した場合、そのプレーヤー

はボールを取り替えてから再度キックすることができる。 

3.10 プレーヤーがトライするためにグラウンディングし、この動作中にボールが破裂した場合、

トライは認められる。 

3.11 ジェネラルプレー中にボールが破裂した場合、プレーは停止され、ボールを取り替える。「タ

グ」は 1 回カウントされ、ボールが破裂した地点から、攻撃側のチームのプレー・ザ・ボールでプ

レーが再開される。6 回目の「タグ」においてボールが破裂した場合、ボールを取り替えてから、

ボールが破裂した地点で守備側のチームにチェンジオーバーが与えられ、プレーが再開される。 

 

 



 

 

第 4 条 得点 

 

4.1 1 トライにつき 1 点が与えられる。男女混合の試合では、女子のトライは 2 点とする。 

4.2 試合はより多くの得点を取ったチームの勝ちとする。同点または両チーム無得点の場合は引

き分けとする。 

4.3 ドロップオフルール：大会のノックアウト（勝ち残り）ステージにおいては、試合終了時に

引き分けの場合、勝者を決定するために延長戦を行うものとする。レフェリーは通常、試合を止め、

攻撃の方向とキックオフの権利を決めるため、新たにコイントスを行う。両チームは直ちにピッチ

上のプレーヤーの人数を 5 人まで減らすものとし、男子の人数は最大 3 人までとする。先にトライ

を得たチームが勝者とみなされる。 

ライトオブリプライ（反撃の権利）：ただし、キックオフから最初の 6 回分のタグの間にトライが

決まった場合、得点した側のチームはキックオフを行い、相手チームに、最初の 6 回分のタグの間

にトライを得るための機会「ライトオブリプライ（反撃の権利）」を与えなければならない。この

場合、直後にリターントライを得ることができなかったチーム、または同じ得点のトライ（男女混

合の試合では男子のトライが女子のトライより点数が少ない）を得られなかったチームが負けとな

る。 

延長戦の間は、交代が認められない。（大会主催者により変更可能） 

4.4 トライは、攻撃側のチームがトライライン上に、またはトライラインを越えてグラウンディ

ングしたときに与えられる。第 1 条の「ペナルティトライ」も参照のこと。 

4.5 ジェネラルプレーのキックからのトライは、ボールがトライラインを越えて地面に触れる前

に取得されるか、トライラインの前から持ち込まれた場合に認められる。 

4.6 ボールがトライラインを越え、その後仮想のタッチ・イン・ゴールラインの外に出た場合、

ボールデッドとなる。 

4.7 プレーヤーは、トライラインを越えてから後方にボールをパスすることはできず、また、フ

ィールドオブプレーに戻ってから他のプレーヤーにパスすることもできない。この場合、反則のあ

った地点から 10 メートル外側でのペナルティとなる。 

4.8 プレーヤーは、ボールを持って走っている、またはキックされたボールを追いかけている状

態からトライしようとするときは、フィールドオブプレーからダイブすることができる。ダイブに

よってコンタクトが生じるか、またはレフェリーが危険とみなした場合は、ペナルティが与えられ

る。アタッカーは、トライしようとするときに、故意にダイブでプレーヤーを飛び越えてはならな

い。 

 

ボーナスボックスの得点 
4.9 「ボーナスボックスゾーン」内でのトライは 2 点とする。 

4.10 男女混合の試合における女子のボーナスボックスゾーン内でのトライは 3 点とする。（ワー

ルドカップでは 2 点のみ） 



 

 

4.11 ボールがボーナスボックスの横ライン、縦ラインまたはベースライン上に置かれる、または

触れた場合は、ボーナスボックストライとみなされ、上記 4.9 と 4.10 に示した得点が与えられる。 

4.12 プレーヤーはボーナスボックスの後ろに回り込み、後方からトライすることはできない。ボ

ーナスボックスエリアの前方、左または右からのトライのみ得点が認められる。 

 

 

第 5 条 守備のルール 

 

5.1 ボールキャリアの進行は、ディフェンダーがそのアタッカーの片方または両方のタグを取っ

たときのみ停止させることができる。1 人以上のディフェンダーによって両方のタグが取られた場

合、最初のタグが取られた地点からプレー・ザ・ボールを行う。 

5.2 タグが取られた場合、ディフェンダーはタグを取った地点でタグを保持し、タグを落として

から、マーカーのポジションにつくか、ディフェンシブラインに戻らなければならない。ボールキ

ャリアはタグが取られた地点に戻り、自分のタグを元に戻す前にプレー・ザ・ボールを行わなけれ

ばならない。 

5.3 ボールキャリアの進行が停止され、プレー・ザ・ボールの動作に入っているとき、ディフェ

ンシブラインはプレー・ザ・ボールエリアから 7 メートル後退していなければならない。ディフェ

ンダーの１人はマーカーとなることができる。マーカーを置くかどうかは任意である。 

5.4 マーカーはプレー・ザ・ボールの正面に立たなければならない。 

5.5 ダミーハーフがボールに触れるまで、マーカーとディフェンシブラインは前方に移動できな

い。ダミーハーフがボークした場合、レフェリーは「プレーオン」とコールする。 

5.6 攻撃側が 6 回目のタグまでに得点できなかった場合、6 回目のタグが行われた地点で守備側の

チームにチェンジオーバーが与えられる。これにより守備側のチームは攻撃側のチームとなり、ト

ライを取るために 6 回のタグを与えられる。 

5.7 プレーヤーは片方または両方のタグがない状態でもディフェンスを行うことができる。ただ

し、キックされたボール、こぼれたボールまたは前方に転がったボールを受けた場合、直ちにボー

ルを受けた地点でプレー・ザ・ボールを行わなければならない。 

 

守備側のチームの反則 

 

注：レフェリーはペナルティを与える前にアドバンテージの必要性を考慮すべきである。ペナルテ

ィは、以下の状況において反則があった地点で与えられる。 

5.8 ディフェンダーが故意にボールキャリアの進路に入り（先にそのポジションを取っていた場

合を除く）、コンタクトが発生した場合、ディフェンダーがそのコンタクトの原因となったと判定

される。 

5.9 守備側のプレーヤーは、タグを取りに行くようにしなければならず、故意に体を使ってボー



 

 

ルキャリアや他の攻撃側のプレーヤーの進行を妨げてはならない。攻撃側のプレーヤーの進行が妨

げられた場合、ボールの有無に関わらず、ペナルティを与えることができる。 

5.10 ディフェンダーは、いかなるときでも攻撃側のプレーヤーまたはそのユニフォームを掴んで

はならない。この反則が発生し、かつ攻撃側のチームがアドバンテージを得られなかった場合、ペ

ナルティを与えることができる。 

5.11 ディフェンダーが実際にタグを取ることなくタグをコールした（「ファントムタグ」）とき。 

5.12 守備側のプレーヤーが故意にアタッカーをあざむいて守備側にパスさせるような方法でボ

ールを要求したとき。 

5.13 ディフェンダーが攻撃側のプレーヤーのタグを取り、タグを取った地点から１メートル以上

遠くへタグを投げたとき。 

5.14 マーカーがプレー・ザ・ボール中にボールプレーヤーの正面に立たなかったとき。 

5.15 マーカーがプレー・ザ・ボール中のボールプレーヤーの邪魔をしたとき、または早く動きす

ぎたとき。 

5.16 マーカーはプレー・ザ・ボール中にボールを取りに行ってはならない。 

5.17 マーカーはいかなる場合でも、ダミーハーフのポジションに回り込んでボールを奪うことは

できない。この場合はペナルティとなる（安全性の問題があるため）。 

5.18 プレー・ザ・ボール中に、守備側のプレーヤーがプレー・ザ・ボールの地点から 7 メートル

より内側にいるとき。ペナルティはそのオフサイドプレーヤーがディフェンシブラインの中で位置

するべきだった地点において与えられる。 

 

ディフェンダーがボールを保持していないアタッカーのタグを取った場合、レフェリーには以下の

選択肢がある。 

5.19 アタッカーがちょうどボールをパスした瞬間であった場合、レフェリーは「プレーオン、サ

イマルタグ」とコールしプレーを続行させるものとする。タグを取られたアタッカーはダウンフィ

ールドへのボールの進行に参加する前に、取られたタグを付けなければならない。（サイマルティ

ニアスタグ/オフロード） 

5.20 アタッカーがボールをパスした後であった場合、レフェリーは「レイトタグ、プレーオン」

とコールし、タグが片方のみ、または両方のタグがない状態でも攻撃側のチームがボールを進行さ

せることを認めるものとする。したがって、タグが片方のみ、または両方のタグがない状態で得点

することも可能になる。これは「アドバンテージルール」が適用されるケースの一つである。 

5.21 アタッカーがボールをキックした後であった場合、レフェリーは「レイトタグ、プレーオン」

とコールし、ボールを再取得する機会を与えるものとする。レフェリーが、キッキングチームにア

ドバンテージ（ボールを再取得したとき、残りのタグ数[攻撃回数]が少ないときなど）がないと判

断した場合、ボールが止まった地点、タッチラインもしくはトライラインを越えた地点、または相

手側がボールを取得した地点で守備側のチームにペナルティを科すものとする。 

5.22 ディフェンダーが、サポートプレーヤーがボールを受ける前にタグを取った場合、レフェリ



 

 

ーは「プリタグ」とコールし、アドバンテージプレーを認めるものとする。 

5.23 上記の場合でアドバンテージが得られなかった場合、レフェリーはディフェンダーにペナル

ティを科し、シンビンの適用も考慮することができる。 

 

片方のタグが残った状態でプリタグ、またはレイトタグとなったプレーヤーは、もう片方のタグが

取られたときにのみ停止させることができる。両方のタグがない場合、そのプレーヤーは、ディフ

ェンダーがタギングディスタンス内に入ったときに「タグを取られた」とみなされる。 

 

 

第 6 条 攻撃のルール 

 

6.1 ボールを保持しているとき、ボールキャリアは走る、キックする、またはチームメートにパ

スすることで、ダウンフィールドのより深くへボールを運ぶことができる。アタッカーは、レイト

タグ/プリタグによるアドバンテージプレー中を除き、両方のタグが付いた状態でのみボールを進

行させることができる。 

6.2 攻撃側のチームには 6 回の連続したタグが認められ、その後チェンジオーバーが発生する。 

6.3 ボールを保持している攻撃側のプレーヤー（ボールキャリア）が守備側のプレーヤーにより

１つ以上のタグを取られたとき、ボールキャリアは最初にタグがとられた地点に戻り、直ちにプレ

ー・ザ・ボールを行わなければならない。 

6.4 攻撃側のチームのプレーヤーの 1 人はボールプレーヤーの真後ろに位置を取り、ダミーハー

フのポジションにつくものとする。プレー・ザ・ボールは、ボールプレーヤーが自分の足元にボー

ルを置き、ダミーハーフに向かって足の裏で後方へ蹴り出したときに開始される。ダミーハーフは

その後、ボールをパスする、キックする、またはボールを持って走ることで次のプレーを開始する。

プレー・ザ・ボールの後、ボールプレーヤーは再び攻撃に参加する前に自分のタグをショーツに付

けなければならない。 

6.5 マーカーがいない場合、ボールプレーヤーは、自分のタグを元に戻し、ボールを地面に置き、

ボールから手を離して足でタップすることでプレーを続けることができる(プレーザボールをする

必要はない)。タグが手元にない場合、このプレーヤーはパスまたはキックしかできず、1 歩までし

か動くことができない。 

6.6 攻撃側が 6 回目のタグを取られた場合、攻撃側のプレーヤーはボールを地面に置き、守備側

のチームにチェンジオーバーが与えられる。 

6.7 ボールキャリアが地面に倒れた場合、またはプレーヤーがルーズボールの上に倒れこんだ場

合で、かつディフェンダーがタギングディスタンスにいるときは、タグが取られたとみなされる。

これはボールキャリアがトライするためにトライラインを越えようとする時にも適用される。ボー

ルがトライライン上に、またはトライラインを越えて置かれる前に、トライラインの前でボールキ

ャリアの身体の一部分（足を除く）が地面に触れた場合において、ディフェンダーがタグを取るこ



 

 

とができる距離にいれば、トライは与えられない。ボールキャリアはトライラインから 1 メートル

以内の地点でプレー・ザ・ボールを行うものとし、タグのカウントがなされる。最終タグにおいて

これが発生した場合、守備側のチームにチェンジオーバーが与えられる。 

ボールキャリアは、トライするためにトライラインを越えた後であれば、ディフェンダーがタギン

グディスタンスにいる場合でも地面に倒れることができる。 

6.8 攻撃側のプレーヤーは、自陣のトライラインより後ろで、パスを受けたり、ボールを保持し

て走ったりすることができる。攻撃側のプレーヤーが自陣のトライラインより後ろでタグを取られ

た場合、トライラインの中央からのドロップキックでプレーが再開される。 

6.9 ダミーハーフは、2 歩以上動かない限り、タグが片方しかない状態でボールをパスまたはキッ

クすることができる。2 歩以上動いた場合、ダミーハーフは元の位置に戻され、次のタグがカウン

トされる。 

6.10 サイマルティニアスタグ/オフロードボールの状況では通常、レフェリーが「プレーオン、

サイマルテイニアス」のコールを行う。タグフットボールは攻撃を主体としたゲームであるから、

疑わしい点は攻撃側に有利に解釈される。ボールのオフロードが「タグ」の後に行われたと判断さ

れる場合、ペナルティはなく、プレーヤーは元の位置に戻り、タグが取られた地点からプレー・ザ・

ボールを行う。 

6.11 ボールキャリアがタグを取られると同時にボールをオフロードし、レフェリーが「プレーオ

ン、サイマルテイニアス」のコールを行った場合、そのプレーヤーはボールの進行に参加する前に

タグを元に戻さなければならない。そのプレーヤーがタグを元に戻さずにボールを受けた場合、プ

レーは止められ、タグがカウントされる。 

6.12 ボールキャリアが「タグ」を避けようとしているときにレフェリーとコンタクトした場合、

タグがカウントされる。 

6.13 攻撃側のプレーヤーが、シャツを外に出した状態でボールを受け、かつディフェンダーがタ

ギングディスタンスにいる場合、レフェリーは「タグ」とコールするものとする。シャツを外に出

す反則が繰り返された場合、後でレフェリーから注意を受け、ペナルティを科すことがある。 

6.14 プレーヤーは、ボールを保持しているときに、自らのタグに触れてはならない。これが行わ

れた場合、レフェリーは「タグ」とコールする。 

6.15 ボールがトライラインを越えてから仮想のサイドラインを横切った場合、トライラインより

10m の地点、フィールド中央部分においてタップキックで再開される。 

6.16 攻撃側のプレーヤーがトライしようとするときに、トライラインを越えてノックオンした場

合、トライラインより 10m の地点、フィールド中央部分においてタップキックで再開される。 

6.17 ノックオンまたはフォワードパスがあった場合、レフェリーはアドバンテージプレーを考慮

するものとする。 

6.18 プレーヤーが自陣トライラインから 10m 以内でノックオンした場合、チェンジオーバーと

なり、ノックオンのあった地点の一直線上でトライラインより 10m の地点で再開される。タッチ

ラインから 10m 以内であった場合、10m 内側へ移動する。 



 

 

6.19 ボールが胴体または頭に当たった場合はノックオンではない。レフェリーはプレーを続行さ

せる。（ノックオンは、ボールが手または腕によって、相手側のトライラインに向かって前方に移

動することである。） 

6.20 ボールキャリアが、トライするためにボールを置く前にトライラインを越えて「タグ」され

た場合、そのプレーヤーはトライラインの 5m 外側の地点からプレー・ザ・ボールを行うものとし、

「タグ」のカウントは継続される。 

 

攻撃側チームのチェンジオーバー 

6.21 ボールがキックまたはパスされた後にレフェリーに接触し、イレギュラーな影響を受けた場

合、接触があった地点で守備側のチームにチェンジオーバーが与えられる。 

6.22 攻撃側のプレーヤーが、トライラインを越えて、トライするためにボールを置く前に「タグ」

され、それが最終タグであった場合、守備側のチームにチェンジオーバーが与えられる。トライラ

インの 5m 外側の地点よりプレー・ザ・ボールでゲーム再開となる。 

6.23 ボールキャリアが、タグが取られる前に、偶然または故意にタッチラインを越えた場合、ボ

ールキャリアがタッチラインを越えた地点の 10m 内側で守備側のチームにチェンジオーバーが与

えられる。 

6.24 ボールプレーヤーが、プレー・ザ・ボール中に偶然タッチラインを踏み越えた場合、ボール

プレーヤーがタッチラインを踏み越えた地点の 10m 内側で守備側のチームにチェンジオーバーが

与えられる。 

6.25 ボールプレーヤーが、プレー・ザ・ボールの動作中にボールのコントロールを失い、地面に

落としてしまい、プレー・ザ・ボールができなかった場合、その地点で守備側のチームにチェンジ

オーバーが与えられる。 

6.26 ＜3 秒ルール＞ ボールプレーヤーがプレー・ザ・ボールを遅らせた場合、ダミーハーフが

いない場合、またはダミーハーフがボールを拾い上げなかった場合、レフェリーは 3 秒のカウント

を開始することができる。カウントが 3 秒に達した場合、チェンジオーバーが与えられる（どの時

点からカウントを開始するかはレフェリーの判断によるものとする）。マーカーは、この 3 秒の間

にボールを拾うために動いてはならない。3 秒経過した場合、レフェリーはチェンジオーバーを与

えるものとする。 

 

攻撃側チームの反則 

 

レフェリーは、以下の状況において反則があった地点でペナルティを与えることができる。 

6.27 ボールキャリアは、ディフェンダーがタグを取ろうとしているとき、またはボールを追って

いるときに、そのディフェンダーを押したり、払いのけたりしてはならない。ボールキャリアは手、

ひじ、またはボールを使って自分のタグを取られない為に守ってはならない。 

6.28 ボールキャリアはタグを取られることを避けるためにジャンプ（両足が地面から離れること）



 

 

してはならない。ただし、コンタクトが起こらない限り、タグを取られることを避けるために回転

することができる。プレーヤーはキックまたはパスされたボールを受けるためにジャンプしてプレ

ーを続行することができる。 

6.29 ボールキャリアは、タグを取られることを防ぐために体を前方に曲げた場合、ペナルティを

科される。 

6.30 ボールキャリアが走りながら方向転換するとき、タグを取ろうとしているディフェンダーの

方向に進んだ場合、コンタクトを避ける義務はボールキャリアが有する。 

6.31 攻撃側のプレーヤーが、守備側のプレーヤーにタグを取られないように、チームメートの後

方に回り込んでオブストラクションの状態になったとき。 

6.32 ボールキャリアが、両方のタグが残った状態での故意のプレー・ザ・ボールによるボランタ

リータグを行ったとき。 

6.33 ボールキャリアが故意に自分のタグを取ったとき。 

6.34 ボールプレーヤーが、プレー・ザ・ボール時にマーカーの邪魔をしたとき。 

6.35 ボールが故意に前方にパスされたとき。 

6.36 ボールキャリアがプレー中に攻撃を断念し、攻撃しようとしないとき。例えば、ボールキャ

リアが腰をディフェンダーに向ける場合や、静止状態になりタグを差し出すように腰を回転させる

場合など。（サレンダールール/ボランタリータグ） 

6.37 プレー・ザ・ボールが故意に遅延された場合、レフェリーは 3 秒のカウントを開始するもの

とする。 

6.38 プレーヤーがダミーハーフのポジションでボークを行ったとき。これは相手をあざむく行為

であり、ゲームの精神に反する。 

6.39 攻撃側のプレーヤーがプレー・ザ・ボールの前方にいる場合、そのプレーヤーは次のプレー

に参加できない。プレーに参加した場合、参加した地点でペナルティが与えられる。 

 

 

第 7 条 キックのルール 

 

キッキングチームのプレーヤーはキックされたボールに対してダイブできない。（安全性の問題が

あるため。） 

キックオフのルール 

7.1 コイントスに勝ったチームは、走る方向と、キックオフを行うチームの両方を選択する。後

半にはこれが逆となる。 

7.2 キックオフはハーフウェイラインの中央からのプレースキックとする。キッキングティーを

使うことはできない。 

7.3 トライが決まった場合、得点していない側のチームはキックオフでプレーを再開するものと

する。このときのプレーの再開は、レフェリーの準備が整い、試合再開のホイッスルを吹いた後で



 

 

なければならない。 

7.4 マーシールール：一方のチームが 1 試合の中で 10 点以上の大差をつけている場合、「マーシ

ールール」が適用される。トライ(得点)後のキックオフは、ハーフウェイラインの中央からトライ

されたチーム側のタップキックより再開される。得点差が 10 点未満となった場合、通常のキック

オフで再開される。（大会により採用するか否かを決めることができる。） 

私たちは、このマーシールールを撤廃し、全てのトライの後に、得点した側のチームから得点され

た側のチームに対してキックオフを行うようにすることを目指しています。これはセブンズがイン

ターナショナル・サーキットで採用している方法で、2016 年のオリンピックでも採用される予定

です。これには、両チームが平等な攻撃の機会を得ることを保証するという意味があります。前述

のとおり Tag は攻撃を主体としたゲームであるため、一方のチームがコイントスに勝って得点する

と、10 トライするまでボールを保持し続けることになってしまいます。 

7.5 キックオフのボールは、いずれかのチームのプレーヤーがボールに触れるまでに 10m 以上に

達しなければならない。（10m 達する前にボールをプレーしたチームにはペナルティが科される。） 

7.6 キックオフのボールは、タッチラインまたはトライラインを越える前にフィールドオブプレ

ー内にバウンドしなければならない。 

7.7 キックオフするチーム（キッキングチーム）のプレーヤーは、ボールがキックされるまでハ

ーフウェイラインを越えてはならない。 

7.8 ボールを受ける側のチームは、キックオフ時にハーフウェイラインから 10m 以上離れていな

ければならない。 

7.9 キックオフのボールがバウンドしてタッチラインを越えた場合、ボールがラインを越えた地

点の 10m 内側で、ボールを受ける側のチームにチェンジオーバーが与えられる。（プレー・ザ・ボ

ールより再開。） 

7.10 キックオフまたはドロップキックのボールがバウンドして相手側のトライラインを越えた

場合、タッチの有無に関わらず、ボールを受ける側のチームがトライラインの中央からのドロップ

アウトを行い、プレーを再開する。 

7.11 ボールがフィールドオブプレー内にバウンドせずにトライラインを越えて捕球された場合、

レフェリーは「プレーオン」のコールを行うものとする。 

7.12 50/10 キッキングルールはキックオフ時にも適用される。このルールは、キックオフからボ

ールがキックされ、ボールがフィールドオブプレー内にバウンドしてから、相手側のトライライン

から 10m 以内のタッチラインを越えたとき、キッキングチームにプレー・ザ・ボールが与えられ

る、というものである。このプレー・ザ・ボールは、タッチラインの 10m 内側、トライラインの

10m 外側で行う。（大会により採用するか否かを決めることができる。） 

キックオフにおいて反則があった場合、いずれもハーフウェイラインの中央でペナルティが与えら

れる。 

 

ドロップアウトのルール 



 

 

7.13 ドロップアウトとは、（ボーナスボックスの間の）トライラインの中央から行われるドロッ

プキックのことを言う。 

7.14 ドロップアウト後のボールは、タッチラインまたはトライラインを越える前にフィールドオ

ブプレーにバウンドしなければならない。 

7.15 ドロップアウトのボールは、いずれかのチームのプレーヤーがボールに触れるまでに、トラ

イラインからの 10m ライン地点を越えなければならない。 

7.16 ドロップアウトするチームのプレーヤーは、ボールがキックされるまでトライラインを越え

てはならない。 

7.17 ボールを受ける側のチームは、ドロップキック時にトライラインから 10m 以上離れていな

ければならない。 

7.18 ドロップアウト後のボールがバウンドしてタッチラインを越えた場合、ボールがラインを越

えた地点の 10m 内側で、ボールを受ける側のチームにチェンジオーバーが与えられる。 

7.19 ドロップアウトのボールがバウンドしてボールを受ける側のトライラインを越えた場合、ボ

ールに触れたかの有無に関わらず、ボールを受ける側のトライラインから、ボールを受ける側のチ

ームがドロップアウトを行う。ただし、ボールがフィールドオブプレー内にバウンドせずにトライ

ラインを越えて捕球された場合、レフェリーは「プレーオン」のコールを行うものとする。 

ドロップアウトにおいて反則があった場合、いずれもトライラインの中央から 10 メートルの地点

でペナルティが与えられる。 

 

ジェネラルプレーのキックのルール 

7.20 攻撃側のチームは、タグの回数に関わらず、ボールをキックすることができる。ただし、ボ

ールはバウンドする前にレフェリーの肩の高さを越えてはならない。（ハイボールキックの禁止。

グラバーキックに限る。） 

7.21 プレーヤーがボールをキックしたと同時にタグを取られ、レフェリーが「プレーオン、サイ

マルタグ」のコールをした場合、キッカーは再度キックを行ってボールを進行させてはならない。

キッカーが 2 度目のキックを行った場合、2 度目のキックの地点でペナルティが与えられる。 

7.22 ボールがキックされたときにキッカーの後方にいた攻撃側のチームのプレーヤーのみがオ

ンサイドとなる。攻撃側のプレーヤーがオンサイドの場合、そのプレーヤーはボールを取り戻すた

めにダウンフィールドへボールを追いかけることや、タグを取ることができる。 

7.23 ボールがキックされたときに攻撃側のプレーヤーがキッカーの前方にいた場合、そのプレー

ヤーはオフサイドとなり、ボールを受けたプレーヤーがいずれかの方向に 10m 移動するか、キッ

カーがそのオフサイドプレーヤーを追い越してオンサイドにするまで、タグを取ることができない。

ただし、オフサイドプレーヤーがボールを受けたプレーヤーの 10m 以内に既にいた場合、キッカ

ーによってオンサイドにすることはできない。 

7.24 攻撃側のオフサイドプレーヤーが故意にボールにプレーしたり、タグを取ったりした場合、

その地点でペナルティが与えられるものとする。（レフェリーはアドバンテージプレーを認めても



 

 

よい） 

7.25 ボールがキックされ、ボールを受ける側のチームのプレーヤーが故意にボールにプレーした

後に、ボールを受ける側のチームのトライラインを越えた場合、トライライン上からのドロップア

ウトでプレーが再開される。 

7.26 ボールが故意のプレー以外でボールに触れてトライラインを越えた場合、ボールがトライラ

インを越えた地点の 10m 外側で、キックをしていない側のチームにチェンジオーバーが与えられ

る。 

7.27 攻撃側のチームのプレーヤーまたはキッカーが、ダウンフィールドへのキックの後に、ボー

ルを取得しようとする守備側のプレーヤーの進行を故意に妨害した場合、そのプレーヤーが妨害さ

れた地点で守備側のチームにペナルティが与えられる。 

7.28 キッキングチームのプレーヤーは、ボールに対してダイブしたり、滑り込んだり、倒れ込ん

だりしてはならない。これはジェネラルプレー中かプレーの再開時かに関わらず、全てのキックに

対して適用される。キックをしていない側のプレーヤーがボールにプレーしようとする場合にもこ

のルールは適用される。 

7.29 アタッカーがジェネラルプレー中にキックを行い、ボールがフィールドオブプレー内にバウ

ンドしてからトライラインを越え、ボールが着地するか、ディフェンダーに触れる前に、攻撃側の

プレーヤーがボールをコントロールしてグラウンディングした場合、トライが与えられる。トライ

とならなかった場合については 7.30 を適用する。 

7.30 ボールがキックされ、キックをしていない側のチームのトライラインの垂直面を横切り、ト

ライとならなかった場合（上記 7.29 参照）、トライライン中央から 10m 離れた地点で、守備側の

チームにタップキックが与えられる。ただし、守備側のチームは 7 回のタグを得るものとする。す

なわち、最初のタグは 0 回目のタグとしてカウントされる。 

7.31 ボールがキックされた後、キックをしていない側のチームによってプレーされてからトライ

ラインの垂直面を横切った場合、ドロップアウトでプレーを再開する。 

7.32 プレーヤーは、プリタグまたはレイトタグされた場合でない限り、タグの片方または両方が

ない状態でボールをキックしてはならない。例外として、ダミーハーフまたはペナルティタップキ

ックを行うプレーヤーは、2 歩以上動かなければボールをキックすることができる。 

7.33 50/10 キックはジェネラルプレー中でも行うことができる。ボールがジェネラルプレー中に

一方のチームのハーフウェイライン手前からグラバーキックされ、ボールがフィールドオブプレー

内にバウンドしてから、相手のトライラインから 10m 以内のタッチラインを越えた場合、キッキ

ングチームがプレー・ザ・ボールを得る。このプレー・ザ・ボールはタッチラインから 10m、トラ

イラインから 10m の地点で行う。 

 

ジェネラルプレーキックのチェンジオーバー 

7.34 キックされたボールがレフェリーの肩の高さを越えた場合、キックが行われた地点で守備側

のチームにチェンジオーバーが与えられる。（キックされた地点でプレー・ザ・ボールにより再開



 

 

される。）レフェリーはアドバンテージルールを適用してプレーを続行させてもよい。 

7.35 ボールがキックされ、フィールドオブプレー内にバウンドせずにその外に出た場合、キック

をしていない側のチーム（守備側のチーム）は、キックが行われた地点でチェンジオーバーを得る。 

7.36 ボールがキックされ、フィールドオブプレー内にバウンドしてからタッチラインを越えた場

合、キックをしていない側のチームは、ボールがタッチラインを越えた地点の 10 メートル内側で

チェンジオーバーを得る。 

7.37 ボールがキックされ、キックをしていない側のチームのプレーヤーによってプレーされてか

らタッチラインを越えた場合、ボールがタッチラインを越えた地点の 10 メートル内側で、キッキ

ングチームがプレー・ザ・ボールを行うものとし、タグのカウントは再度 1 回目から開始する。 

7.38 ボールがキックされたとき、キッカーの前方に位置していた攻撃側のプレーヤーに偶然にボ

ールが当たった場合、その接触があった地点で守備側のチームにチェンジオーバーが与えられる。

この状況で守備側のプレーヤーがボールを取得した場合、レフェリーはアドバンテージを認めるこ

とができる。 

7.39 ジェネラルプレー（またはセットプレー）からのキックがレフェリーに接触し、プレーがイ

レギュラーな影響を受けた場合、その接触があった地点でチェンジオーバーが発生する。 

7.40 （キックトゥウェイストタイム：キックによる遅延行為）ジェネラルプレー中のキックが、

時間稼ぎのために故意にサイドラインまたはトライラインの外へキックしたものとレフェリーに

判断された場合、そのプレーヤーは 5 分間のシンビンを受け、ハーフウェイまたはボールがキック

された地点の、いずれかアドバンテージが大きい方の地点において、反則をしていない側にペナル

ティが与えられる。 

 

 

第 8 条 ノックオンとノックバック 

 

8.1 プレーヤーが、手または腕でボールを前方へ移動させ、地面、相手側のプレーヤー、または

レフェリーにボールが接触した場合、ノックオンの反則となり、反則を犯していない側のチームに

チェンジオーバーが与えられる。レフェリーは、反則を犯していない側のチームがボールを取得し

アドバンテージを得ることを認めることができる。この場合に反則を犯していない側のチームのプ

レーヤーがタグを取られたとき、そのタグは 0 回目のタグとする。 

8.2 攻撃側のチームのプレーヤーがボールを後方に移動させた場合、プレーは継続される（「プレ

ーオン」）。 

8.3 攻撃側のチームがノックオンし、守備側のチームがアドバンテージを得られなかった場合、

最初にノックオンがあった地点にボールが戻され、守備側のチームがチェンジオーバーを得る。 

8.4 攻撃側のチームのノックオンによりボールが地面に触れた場合、守備側のチームはアドバン

テージを得るためにボールをキックすることができる。このチーム（ノックオンの時点の守備側の

チーム）が、キックした後にボールを取得した場合、プレーオンがコールされ、次の「タグ」はフ



 

 

ィールドポジションに関わらず 0 回目のタグとしてカウントされる。 

8.5 攻撃側のチームがノックオンし、守備側のチームがすぐにボールを蹴り出し、ボールを取得

できなかった場合、守備側のチームはアドバンテージを得られていないため、最初にノックオンが

あった地点にボールが戻され、守備側のチームがチェンジオーバーを得る。 

8.6 ボールキャリアは、ディフェンダーを通り越すように、故意に前方へボールを投げたり、タ

ップしたりし、再度ボールを保持することは出来ない。 

 

 

第 9 条 ペナルティ 

 

ペナルティは、レフェリーが口頭または身振りでその地点を指し示した後、いずれの方向かは問わ

ず、タップキックによって行われる。（タップキックは肩の高さを越えてもよい） 

注：プレーヤーはタップキックの代わりにプレー・ザ・ボールを行うことができる。この場合のプ

レー・ザ・ボールはタップキックとみなされる。 

9.1 ペナルティは、反則を犯していない側のチームの不利にならない限り、反則を犯したプレー

ヤーの相手側に与えられるものとする。特に明記しない限り、全てのペナルティは、違反行為が起

こった地点で与えられます。 

9.2 ペナルティキックがレフェリーに指示された地点で行われなかった場合、レフェリーはプレ

ーを止め、再度タップキックを行わせる。 

9.3 反則を犯した側のチームはペナルティを行う地点から 10m 後退しなければならない。 

9.4 反則を犯した側のチームに他の反則があった場合、レフェリーは 1 度だけ、ペナルティを行

う地点を 10m または可能な限りトライラインに近づくまで進めることができる。 

9.5 キック後のキッカーまたはボールを追うチームメートが邪魔をされた場合、ボールが止まっ

た地点、または相手側のプレーヤーによって止められた地点でペナルティが与えられる。ボールが

タッチラインまたはトライラインを越えた場合、ペナルティはフィールドの 10m 内側の地点で与

えられる。 

9.6 キックされたボールを追っているプレーヤーに対して反則が行われ、ボールが転がってトラ

イラインを越えるか、またはフィールドオブプレー内にバウンドせずにトライラインを越えた場合、

ボールがトライラインを越えた地点から 10m 離れたフィールドオブプレー内の地点、またはその

プレーヤーが邪魔された地点の、いずれかアドバンテージが大きい方の地点において、反則を犯し

ていない側のチームにペナルティが与えられる。 

 

 

第 10 条 反則、シンビン（イエローカード）、退場（レッドカード） 

 

10.1 プレーヤーは以下の場合に反則となり、ペナルティを科される。 



 

 

10.1.1 他のプレーヤーを転ばせたり、蹴ったり、たたいたりしたとき。 

10.1.2 タグを取る、または取ろうとするときに、故意に、むやみに、または不注意で、

相手側のプレーヤーの身体のいずれかの部位に接触したとき。 

10.1.3 故意にゲームのルールを破ったとき。 

10.1.4 侮辱的または卑猥な言葉を使ったとき。 

10.1.5 レフェリーの判定に異議を唱えたとき。 

10.1.6 レフェリーの許可なくフィールドオブプレーに戻ったとき。 

10.1.7 ゲームの精神に反する行為をしたとき。 

10.1.8 故意にボールを保持していない相手側のプレーヤーの進路を妨害したとき。 

10.2 全てのプレーヤーは、プレーイングエリアに入ってから出るまでレフェリーの管理下にある。

プレーヤーが反則した場合、レフェリーはその裁量により、注意、シンビン、または退場の処分を

そのプレーヤーに与えるものとする。 

10.3 注意はチーム全体またはプレーヤー個人に与えることができる。注意がチームに与えられた

場合、チームの各プレーヤーは、個人として注意を受けたものとみなす。最終注意がプレーヤーに

与えられた場合、レフェリーはその反則の性質を記録し、そのプレーヤーがその後退場となった場

合にそれを示さなければならない。 

10.4 シンビン（プレーヤーの一時的退出）の効力は、レフェリーの裁量にゆだねられ、通常は 5

分間とする。シンビンを受けたプレーヤーは、自分のタグをレフェリーに渡す。それ以降試合に参

加してはならず、退出時間中は交代させることができない。また、プレイングフィールドに戻るの

は、レフェリーの許可を得てからでなければならない。退出したプレーヤーは退出時間中、相手側

のトライラインの後方で待機するものとする。レフェリーは、退出時間の終了時にタグを返す。 

10.5 シンビンは、以下の行為に対して適用される。 

10.5.1 露骨なルール無視。 

10.5.2 ルール違反の繰り返し。 

10.5.3 レフェリーまたはプレーヤーへの口答え、異議、侮辱。 

10.5.4 コンタクトの反則の繰り返し。 

10.5.5 喧嘩。 

10.5.6 プロフェッショナル・ファール。 

10.6 レフェリーは、その反則が重大であると認めた場合、その試合の残り時間の間、プレーヤー

を退場させることができる。プレーヤーが退場処分となった場合、そのプレーヤーは自動的に 2 週

間の出場停止となる。この期間は、競技管理者がその退場の事情を再検討した上で延長させること

ができる。大会においては、強制的に 1 試合の出場停止となり、大会主催者はこの試合数を増加さ

せることができる。プレーヤーは異議申し立ての権利を有する。（協議の上での懲戒処分） 

10.7 退場となったプレーヤーは、それ以降その試合に参加することはできず、プレーイングエリ

ア内において、そのプレーヤーがいることでさらなる事態が引き起こされるような場所にいてはな

らない。 



 

 

10.8 レフェリーが、自らが裁いた試合の結果により、暴行または不当な迷惑行為を受けた場合、

レフェリーはその事件について、適切な機関に報告するものとする。 

10.9 レフェリーは、監督またはコーチに次のような行為があった場合、その監督またはコーチを

退場させることができる。 

 侮辱的な行為。 

 ゲームの精神に反する行為。 

 レフェリーへの敬意を欠いた行為、またはレフェリーの判定に繰り返し異議を唱える

行為。 

監督またはコーチが退場処分となった場合、その監督またはコーチは自動的に 2 週間の出場停止と

なる。この期間は、競技管理者がその退場の事情を再検討した上で延長させることができる。大会

においては、強制的に 1 試合の出場停止となり、大会主催者はこの試合数を増加させることができ

る。監督またはコーチは異議申し立ての権利を有する。（協議の上での懲戒処分）各国の組織によ

る行動規範も参照すること。 

 

 

第 11 条 レフェリーの義務 

 

11.1 レフェリーは、試合がルールに沿って行われるようにする責任を負う。全ての判定はレフェ

リーにゆだねられる。 

11.2 プレイングフィールドを点検し、安全にプレーを行える状態を確保すること。 

11.3 レフェリーは、試合中の全ての得点とトライを記録するものとする。試合時間の管理は、そ

の権限を他の者に委譲した場合を除き、レフェリーが行うものとする。 

11.4 レフェリーは、悪天候、観客による過度な試合の妨害、プレーヤーの不正な行為、その他試

合の進行が妨害されると判断される事由があった場合、その裁量により、試合を一時的に中断した

り、早期に終了させたりすることができる。 

11.5 レフェリーは必ずホイッスルを携行し、以下の状況で使用するものとする。 

11.6 プレーを開始または停止するとき。 

11.7 トライが決まったとき。 

11.8 ボールがプレーエリア外に出たとき。 

11.9 ルール違反があったとき。 

11.10 プレーがイレギュラーな影響を受けたとき。例えば、ボールがレフェリーや、その他試合

に参加していない者に当たったとき。 

11.11 その他ルールを守らせる必要があるとき。 

 

  



 

 

第 12 条 試合のフィールド 

 

 
HALFWAY LINE：ハーフウェイライン 

TEN METRE LINE：10 メートルライン 

TOUCHLINE：タッチライン 

TRYLINE：トライライン 

2POINT ZONE：2 ポイントゾーン（ボーナスボックス） 

  



 

 

第 13 条 レフェリーのシグナル 

 

 

 

キックオフ：試合開始  ノックオン 

 

 

 

フォワードパス 1  フォワードパス 2 

 

  



 

 

 

 

 
フェンド（払い除け）1  フェンド（払い除け）2 

 

 

 

フェンド（払い除け）3  チェンジオーバー 

 

  



 

 

 

 

 

レイトタグ 1  レイトタグ 2 

 

 

 

プレーの停止 1  プレーの停止 2 

 

  



 

 

 

 

 
ペナルティ  オフサイド 1 

 

 

 
オフサイド 2  オフサイド 3 

 

  



 

 

 

 

 

コンタクト  6 タグ再開（タグ回数を 0 に戻す）1 

 

 

 

6 タグ再開（タグ回数を 0 に戻す）1  5 回目のタグ（最終タグの開始） 

 

  



 

 

 

 

 

試合終了 1  試合終了 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（翻訳：塚本 一成） 


